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毎日、猛烈な暑さ。昼間に外
出は、高齢の私には堪えます。
でも少しだけタイミング見て、
見かけた、それなりのお店を絵
にしました。１つ描くと、もう
１つと、４枚ほど描きましたが、
その中の絵載せます。

京都・岡崎公園辺りのカフェ
上林常哲



第
10
回
支
部
執
行
委
員
会
は
８
月
20
日
、
10
人
の
出
席
で
行
い
、

以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
職
場
の
こ
と
、
仲
間
の
こ
と

○
宇
治
事
業
団
：
宇
治
市
の
終
電
対
策
で
、
８
月
か
ら
一
部
駐
輪

場
の
終
日
開
場
化
。
夜
間
は
無
人
対
応
。

○
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
：
熱
中
症
対
策
で
、
45
分
作
業
で
15
分
休
憩
。

た
だ
し
人
手
不
足
で
作
業
負
荷
高
い
。

２
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
京
都
総
評
・
最
賃
行
動
（
７
月
22
日
㈫
）

○
烏
丸
御
池
で
街
頭
宣
伝
、
の
ち
京
都
労
働
局
で
署
名
提
出
。

○
厚
生
労
働
省
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
８
月
４
日
、
時
給
63
円

（
６
％
）
引
き
上
げ
の
答
申
。

②
建
交
労
高
齢
者
部
会
・
幹
事
会
、
厚
労
省
交
渉
（
６
月
15
日
）

〇
高
齢
者
雇
用
と
生
活
困
窮
者
問
題
。
介
護
問
題
は
な
し
。

３
．
各
分
会
の
取
り
組
み

①
宇
治
分
会

〇
７
月
17
日
、
団
員
を
集
め
て
方
針
説
明
会
と
、
宇
治
市
消
防

本
部
か
ら
熱
中
症
対
策
講
習
が
行
わ
れ
た
。

４
．
次
回
支
部
定
期
大
会
の
概
要

①
第
29
回
支
部
定
期
大
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
８
月
21
日
『
仲
間
』
で
、
大
会
告
示
・
執
行
委
員
立
候
補
受

付
掲
載
。
大
会
議
案
書
を
同
封
し
て
配
布
。

○
議
案
説
明
の
職
場
集
会
の
日
程
確
認
。

○
第
11
回
執
行
委
員
会
（
９
月
17
日
）
で
執
行
部
役
員
案
の
検

討
、
予
決
算
案
の
検
討
。
大
会
諸
役
員
の
調
整
。

②
大
会
議
案
の
内
容
説
明
と
承
認
。
修
正
１
箇
所
指
摘
あ
り
。

５
．
今
後
の
取
り
組
み
、
ほ
か

①
建
交
労
中
央
・
第
27
回
定
期
全
国
大
会
（
８
月
30
～
31
日
）

○
代
議
員
に
松
永
委
員
長
を
選
出
。
群
馬
県
安
中
市
に
て
。

②
建
交
労
京
都
府
本
部
・
第
27
回
定
期
大
会
（
９
月
７
日
）

○
代
議
員
７
人
の
人
選
。
こ
の
時
点
で
４
人
ま
で
確
定
。

③
京
都
高
齢
者
大
会
（
10
月
18
日
10
～
16
時
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
）

○
チ
ラ
シ
が
届
き
、
組
合
員
配
布
。

○
支
部
担
当
の
分
科
会
の
内
容
説
明
。

９
月
14
日
㈰

建
交
労
京
都
府
本
部
女
性
部
・
第
26
回
定
期
総
会

17
日
㈬

第
11
回
支
部
執
行
委
員
会

19
日
㈮

建
交
労
全
国
事
業
団
高
齢
者
部
会
・
第
27
回
総
会

10
月
15
日
㈬

第
12
回
支
部
執
行
委
員
会

18
日
㈯

第
24
回
京
都
高
齢
者
大
会

25
日
㈯

第
29
回
京
都
支
部
定
期
大
会

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

第24回京都高齢者大会
10月18日(土曜日) 午前10時～午後３時

午前10時から分科会、午後１時から全体会が開催されます。

会場：ラボール京都（京都労働者総合会館）参加費無料。

★参加を希望される方は事前に組合事務所へご連絡ください。



引
き
上
げ
幅
は
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

か
ら
示
さ
れ
た
目
安
（
63
円
）
よ
り
１
円

高
い
水
準
。
引
き
上
げ
幅
が
目
安
を
上
回

る
の
は
２
０
１
４
年
度
以
来
。
昨
今
の
物

価
高
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
最
低
賃
金

の
地
域
格
差
に
よ
る
労
働
力
流
出
を
防
ぐ

た
め
と
し
て
い
ま
す
。
京
都
府
最
賃
審
議

会
の
答
申
で
は
、
特
に
外
国
人
労
働
者
の

府
県
間
移
動
に
言
及
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
も
ら
っ
て
い
る
時
給
額
が
改

定
さ
れ
る
最
賃
額
を
下
回
る
労
働
者
の
割

合
（
影
響
率
と
い
い
ま
す
）
は
、
京
都
労

働
局
の
調
査
で
24
％
程
度
と
な
っ
て
い
て
、

実
に
４
人
に
１
人
が
最
低
賃
金
に
近
い
水

準
で
働
い
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
人
が
一
斉

に
賃
上
げ
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
割
合
は
全
国
平
均
よ
り
も
少
し
高
く
、

京
都
府
下
で
は
中
小
・
零
細
企
業
が
多
く
、

労
働
者
の
平
均
賃
金
が
そ
う
高
く
な
い
こ

と
も
示
し
て
い
ま
す
。

時
給
１
１
２
２
円
で
１
日
８
時
間
、
週

40
時
間
の
法
定
限
度
一
杯
、
月
170
時
間
程

度
働
く
現
役
世
代
の
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者

の
場
合
、
残
業
な
し
で
月
19
万
円
少
々
。

こ
こ
か
ら
税
金
と
社
会
保
険
料
で
２
割
ほ

ど
天
引
き
さ
れ
ま
す
の
で
、
手
取
り
15
～

16
万
円
程
度
。
最
賃
で
の
生
活
は
、
決
し

て
余
裕
の
あ
る
生
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

発
効
日
を
11
月
21
日
と
し
て
い
る
点
も

前
代
未
聞
で
、
審
議
会
答
申
で
は
「
年
末

の
就
労
調
整
へ
の
対
応
の
み
な
ら
ず
、
給

与
改
定
の
影
響
が
相
当
数
の
正
規
社
員
に

も
及
び
、
短
期
間
で
の
改
訂
処
理
が
企
業

に
過
大
な
負
担
を
も
た
ら
す
」
と
の
使
用

者
代
表
委
員
の
意
見
を
挙
げ
て
い
る
。

最
低
賃
金
法
14
条
で
は
発
効
に
つ
い
て

「
公
示
の
日
か
ら
起
算
し
て
30
日
を
経
過

し
た
日
か
ら
」
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
で

は
８
月
５
日
公
示
、
10
月
１
日
発
効
の
51

日
後
。
今
年
は
87
日
後
に
な
り
ま
す
。

京
都
以
外
で
も
こ
の
傾
向
で
、
群
馬
県

で
は
来
年
３
月
１
日
、
秋
田
県
で
は
何
と

来
年
３
月
31
日
発
効
と
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
商
工
会
議
所
は
以
前
か
ら
年
初
め
か

年
度
初
め
の
発
効
を
主
張
し
て
い
た
が
、

生
計
費
上
昇
が
最
賃
大
幅
引
き
上
げ
の
理

由
な
の
に
、
実
施
が
遅
れ
た
ら
物
価
対
策

に
即
効
性
あ
ら
へ
ん
や
ん
か
。
（
山
川
）

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

京
都
府
の
最
低
賃
金
１
１
２
２
円
へ

目
安
を
上
回
る
過
去
最
も
高
い
64
円
の
引
き
上
げ

京
都
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
８
月
27
日
、
府
内
の
最
低
賃
金
（
時
給
）
を
現
行

か
ら
64
円
引
き
上
げ
、
１
１
２
２
円
と
す
る
よ
う
京
都
労
働
局
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

上
げ
幅
は
過
去
最
大
。
た
だ
し
実
施
は
11
月
21
日
か
ら
と
去
年
よ
り
１
ヵ
月
半
遅
れ
。

審
議
会
答
申
で
は
物
価
高
騰
対
策
の
重
要
性
を
打
ち
出
し
な
が
ら

改
定
額
の
発
効
日
が
11
月
21
日
に



本
人
の
所
得
税
負
担
は

160
万
円
か
ら

今
ま
で
103
万
円
の
壁
と
い
わ
れ
た
部
分

は
、
今
年
、
給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
障

額
65
万
円
と
基
礎
控
除
額
95
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
合
わ
せ
て
収
入
160
万
円
以
下

で
あ
れ
ば
、
所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

扶
養
控
除
は

123
万
円
以
下
へ

所
得
税
の
一
般
扶
養
親
族
の
就
労
可
能

額
は
、
年
収
103
万
円
か
ら
123
万
円
に
延
長

さ
れ
ま
す
。 

配
偶
者
特
別
控
除
は

160
万
円
へ

配
偶
者
控
除
は
扶
養
控
除
と
同
じ
123
万

円
以
下
で
す
が
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
満

額
控
除
を
受
け
ら
れ
る
収
入
の
上
限
が
、

こ
れ
ま
で
の
150
万
円
か
ら
160
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。 

配
偶
者
の
年
収
が
160
万
円
を
超
え
る
と

控
除
額
が
段
階
的
に
少
な
く
な
り
、
201
万

円
を
超
え
る
と
控
除
が
な
く
な
り
ま
す
。

特
定
親
族
特
別
控
除
の
新
設

今
ま
で
は
一
般
扶
養
親
族
の
収
入
要
件

（
今
年
の
場
合
は
年
収
123
万
円
）
を
超
え

る
と
扶
養
か
ら
外
れ
て
、
控
除
が
一
切
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
19
歳
以
上
22
歳
以
下
（
つ
ま

り
大
学
生
を
想
定
し
て
い
る
）
の
扶
養
親

族
に
限
り
、
こ
れ
を
「
特
定
親
族
」
と
区

分
け
し
て
、
年
収
123
万
円
を
超
え
て
も
、

配
偶
者
特
別
控
除
と
同
じ
よ
う
に
、
年
収

188
万
円
ま
で
は
段
階
的
に
控
除
額
が
減
る

よ
う
に
な
り
、
扶
養
者
の
手
取
り
が
急
激

に
減
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

住
民
税
の
課
税
最
低
限

住
民
税
は
前
年
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
、
給
与
所
得
控
除
も
昨
年

の
基
準
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
と
い
う
訳
で
、

京
都
市
の
場
合
、
単
身
者
で
は
年
収
100
万

円
以
上
で
は
、
住
民
税
が
か
か
り
ま
す
。

社
会
保
険
の
加
入
要
件

自
分
で
健
康
保
険
な
ど
社
会
保
険
に
加

入
す
る
要
件
は
、
週
20
時
以
上
の
勤
務
ま

た
は
年
収
130
万
円
以
上
（
扶
養
者
の
会
社

規
模
で
106
万
円
）
で
す
。
来
年
秋
、
ま
ず

106
万
円
の
条
件
を
撤
廃
、
段
階
的
に
収
入

要
件
は
廃
止
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
社
会

保
険
の
加
入
者
を
増
や
す
た
め
で
す
。

守ろう ９ 条！ 生かそう 憲法!! なく そう 貧困! ! !( ５ )

社会保障

税
制
改
正
と〝
年
収
の
壁
〟問
題

今
年
秋
の
最
低
賃
金
改
定
と
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告

時
給
が
上
が
る
こ
と
で
扶
養
の
範
囲
を
超
え
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
手
取
り
が
減
っ

て
し
ま
う
可
能
性
も
。
昨
年
秋
の
総
選
挙
で
大
き
な
争
点
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
国
会
審
議
が
あ
い
ま
い
。
現
時
点
で
の
今
年
の
税
制
改
正
な
ど
を
ま
と
め
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
年
収
の
壁
は…



建
交
労
中
央
本
部
の
第
27
回
定
期
大
会

は
、
群
馬
県
安
中
市
で
８
月
30
日
か
ら
２

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

足
立
中
央
執
行
委
員
長
は
、
参
院
選
後

の
政
治
局
面
で
、
各
業
種
の
要
求
を
掲
げ
、

国
へ
の
要
請
や
政
策
行
動
を
強
め
、
一
致

す
る
要
求
で
政
党
と
の
協
力
協
同
を
進
め
、

実
現
を
目
指
そ
う
と
あ
い
さ
つ
。

広
瀬
書
記
長
の
報
告
は
、
①
要
求
実
現

と
組
織
建
設
の

促
進
。
②
業
種

別
闘
争
、
到
達

点
を
生
か
し
経

済
闘
争
を
重
視

す
る
。
③
憲
法

を
生
か
す
、
平

和
・
暮
ら
し
の

課
題
、
国
際
連

帯
の
課
題
に
と

り
く
む
。

討
論
は
、
保
育
部
会
で
の
非
正
規
職
員

の
雇
止
め
の
闘
い
、
ト
ラ
ッ
ク
部
会
で
の

賃
金
・
労
働
条
件
改
善
の
闘
い
、
ダ
ン
プ

部
会
の
自
家
用
ダ
ン
プ
労
働
者
を
排
除
す

る
動
き
に
反
対
す
る
闘
い
、
建
築
設
計
部

会
の
設
計
技
術
の
単
価
の
改
善
、
な
ど
が

発
言
さ
れ
ま
し
た
。

広
瀬
書
記
長
の
討
論
の
ま
と
め
で
は
、

中
小
企
業
方
針
、
賃
金
・
労
働
条
件
改
善

へ
労
使
が
共
存
共
同
の
闘
い
を
す
す
め
よ

う
と
提
起
。
運
動
方
針
案
、
決
算
・
予
算

案
を
採
決
し
、
足
立
委
員
長
か
ら
「
団
結

頑
張
ろ
う
」
を
三
唱
し
て
終
え
ま
し
た
。

（
京
都
支
部
執
行
委
員
長
・
松
永
雅
明
）

25
春
闘
は
官
民
相

互
支
援
、
激
励
で
賃

上
げ
の
闘
い
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
。
京

都
春
闘
共
闘
で
は
８

千
円
台
を
引
き
出
し

ま
し
た
が
、
物
価
高

騰
を
上
回
る
到
達
に

至
ら
ず
、
産
業
内
で

も
業
績
な
ど
に
よ
り

企
業
間
格
差
が
生
じ

て
い
ま
す
。
医
療
、
介
護
、
福
祉
分
野
の

賃
上
げ
は
、
昨
年
に
続
き
低
い
到
達
に
終

わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
大
事
な
経
験
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
①
団
交
や
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
組

合
員
参
加
が
広
が
っ
た
経
験
。
②
組
合
ら

し
く
闘
い
に
連
帯
・
支
援
に
と
り
く
ん
だ

こ
と
。
③
社
会
的
、
市
民
的
に
訴
え
、
共

感
が
広
が
っ
た
こ
と
。
今
後
の
た
た
か
い

に
活
か
し
て
行
こ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

（
支
部
執
行
委
員
長
・
松
永
）

介護保険制度の充実と介護労働者の労働条件改善を！ ( ６ )

各
業
種
の
要
求
を
掲
げ
て
運
動
を
前
進
さ
せ
よ
う

８
月
30
～
31
日

建
交
労
中
央
本
部

第
27
回
定
期
大
会
開
く

中央本部・足立委員長の挨拶

対
話
と
学
び
あ
い
で
仲
間
を
増
や
し
、
労
働
組
合
の
力
で
要
求
実
現

９
月
６
日

京
都
総
評
が
第
98
回
定
期
大
会



（
今
か
ら
20
年
前
）
入
団
１
日
目
、
緑
化

土
木
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
朝
７
時
30
分

の
点
呼
時
に
、
新
入
団
の
３
人
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
柳
迫
班
長
の
班
に
入
り
、

手
袋
と
鎌
を
貸
与
さ
れ
、
車
に
乗
せ
ら
れ

現
場
に
行
き
ま
し
た
。
ど
こ
の
市
営
住
宅

だ
っ
た
か
は
覚
え
て
ま
せ
ん
が
、
女
性
の

団
員
さ
ん
３
人
と
手
刈
り
作
業
で
す
。

地
べ
た
に
座
り
こ
ん
で
、
お
ば
ち
ゃ
ん

達
に
色
々
教
わ
り
な
が
ら
草
刈
り
で
す
。

１
人
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
私
の
鎌
を
取
り
上

げ
「
新
品
の
鎌
は
こ
う
す
ん
の
や
」
と
、

足
で
刃
先
を
曲
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な

る
ほ
ど
、
刃
先
が
曲
が
っ
て
い
る
方
が
、

草
の
根
元
か
ら
刈
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
先
輩
の
人
た
ち
の
知
恵
と
工
夫

は
参
考
に
な
り
ま
す
。

適
当
に
休
憩
を
も
ら
い
、
昼
食
と
な
り

ま
し
た
。
建
物
の
陰
に
な
っ
て
い
る
場
所

で
、
地
べ
た
に
座
り
、
昼
食
で
す
。
お
ば

ち
ゃ
ん
達
か
ら
「
初
め
は
つ
ら
い
け
ど
、

慣
れ
た
ら
、
誰
で
も
で
き
る
か
ら
、
頑
張

り
や
」
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
当
時

は
、
緑
化
土
木
も
４
～
５
班
あ
っ
た
よ
う

に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
柳
迫
班
、
金
田
班
、

後
藤
班
、
木
村
班
な
ど
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
女
性
の
団
員
さ
ん
も
各
班
に
３
～

４
人
お
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

新
人
は
、
ま
ず
手
刈
り
と
カ
キ
（
竹
・

鉄
製
の
熊
手
で
草
を
寄
せ
集
め
る
）
を
や

ら
さ
れ
ま
す
。
集
め
た
草
は
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
に
積
み
上
げ
ま
す
。
パ
ッ
カ
ー
車
で
草

を
収
集
に
来
た
時
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
積

ん
で
あ
る
と
、
一
気
に
パ
ッ
カ
ー
車
に
入

れ
や
す
い
か
ら
で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
団
員

に
色
々
教
わ
り
ま
し
た
。
夏
の
朝
は
西
側

か
ら
仕
事
を
し
、
昼
か
ら
は
東
側
を
草
刈

る
。
そ
う
す
れ
ば
陰
に
な
っ
て
直
射
日
光

が
当
た
ら
ず
、
仕
事
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

以
下
、
次
号
へ
。

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ７ )

９月のまちがいさがし ２つの絵で違いが７ヵ所あります。

災害対策・トイレの備えも万全 （答えは10ページ）

京
都
事
業
団
入
団
、
緑
化
土
木
現
場
の
思
い
出

連
載
第
２
回

京
都
高
齢
者
福
祉
事
業
団
Ｏ
Ｂ

木
村

徹
さ
ん

行
雲

流
水



10
月
１
日
㈬

京
菓
子
展
／
有
斐
斎
弘
道
館
（
上
長
者
町
新
町
）

ゆ
う
ひ
さ
い
こ
う
ど
う
か
ん

印
章
祈
願
祭
（
古
印
章
埋
納
式
）
／
下
鴨
神
社

ネ
ク
タ
イ
感
謝
焼
納
祭
／
今
宮
神
社

コ
ス
モ
ス
園
開
園
／
嵐
山
高
雄
パ
ー
ク
ウ
エ
イ
内

10
月
４
日
㈯

京
都
パ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
上
賀
茂
神
社

10
月
５
日
㈰

宇
治
茶
ま
つ
り
／
府
立
宇
治
公
園
～
興
聖
寺

こ
う
し
ょ
う
じ

10
月
９
日
㈭

ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
／
東
本
願
寺

10
月
10
日
㈮

藤
袴
祭
／
寺
町
通
（
丸
太
町
か
ら
二
条
）

ふ
じ
ば
か
ま

10
月
11
日
㈯

嵐
山
秋
花
火
／
嵐
山
中
ノ
島
公
園

珈
琲
と
う
つ
わ
（
展
示
販
売
）
／
み
や
こ
め
っ
せ

10
月
12
日
㈰

き
も
の
で
ぶ
ら
り
・
ち
り
め
ん
街
道
／
与
謝
野
町

10
月
14
日
㈫

人
形
供
養
祭
／
宝
鏡
寺
（
堀
川
寺
ノ
内
）

ほ
う
き
ょ
う
じ

10
月
17
日
㈮

清
水
焼
の
郷
ま
つ
り
／
山
科
区
清
水
焼
団
地
一
帯

10
月
18
日
㈯

竹
結
び
フ
ェ
ス
タ
／
京
都
市
洛
西
竹
林
公
園

10
月
22
日
㈬

時
代
祭
／
京
都
御
所
～
平
安
神
宮

鞍
馬
の
火
祭
／
由
岐
神
社
（
左
京
区
鞍
馬
本
町
）

ゆ

き

10
月
24
日
㈮

京
都
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア
／
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ

10
月
25
日
㈯

北
山
グ
リ
ー
ン
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
／
陶
板
名
画
の
庭

10
月
30
日
㈭

古
本
供
養
と
青
空
古
本
市
／
百
万
遍
知
恩
寺

神
無
月
の
あ
れ
こ
れ

＝

ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル＝

か
ん
な
づ
き

ベ
ル
ギ
ー
は
ド
イ
ツ
と
並
ぶ
ビ
ー
ル
大
国
で
、
近
畿
地
方
よ
り

狭
い
国
土
に
４
３
０
ヵ
所
も
の
醸
造
所
が
あ
り
、
１
６
０
０
種
類

以
上
の
ビ
ー
ル
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
は
「
ベ
ル

ギ
ー
ビ
ー
ル
文
化
」
が
世
界
遺
産
に
な
り
ま
し
た
。

原
料
に
規
制
が
少
な
く
、
大
麦
の
ほ
か
小
麦
や
砂
糖
、
香
辛
料
、

ハ
ー
ブ
類
も
使
い
、
色
や
味
、
香
り
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
に
至

る
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
て
、
ま
た
種
類
ご
と
に
専
用
グ

ラ
ス
が
あ
っ
て
、
グ
ラ
ス
の
違
い
で
風
味
に
差
が
出
る
ら
し
い
。

ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
（
10
月
９
日
～
13
日
）

ベ
ル
ギ
ー
の
ビ
ー
ル
文
化
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
東
本

願
寺
前
広
場
に
屋
台
が
出
て
、
69
種
類
も
の
ビ
ー
ル
、
ベ
ル
ギ
ー

産
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
「
フ
リ
ッ
ツ
」
や
ビ
ー
ル
煮
込
み
、
ソ
ー
セ
ー

ジ
な
ど
、
ベ
ル
ギ
ー
の
食
事
が
提
供
さ
れ
ま
す
（
餃
子
や
枝
豆
な

ど
、
普
通
の
ビ
ー
ル
の
ア
テ
も
あ
る
ら
し
い
）
。

入
場
無
料
で
す
が
飲
食
は
当
然
有
料
で
、
専
用
の
飲
食
用
コ
イ

ン
を
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
で
買
い
、
都
度
に
屋
台
で
支
払
い
ま

す
。
ビ
ー
ル
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
コ
ッ
プ
で
は
な
く
、
会
場
で
ガ

ラ
ス
製
の
グ
ラ
ス
を
購
入
。
グ
ラ
ス
リ
ン
サ
ー
と
い
う
洗
浄
機
が

用
意
さ
れ
、
飲
み
比
べ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ビ
ー
ル
グ
ラ
ス
は
持
ち
帰
り
ま
す
。

以
上
、
主
催
者
情
報
で
す
が
、
ど
ん
な
雰
囲
気
で
し
ょ
う
か
ね
。

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ８ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



こ
の
夏
の
高
温
・
猛
暑
は
異
常
と
思
う

ほ
ど
。
行
事
も
熱
中
症
を
懸
念
し
て
中
止

と
な
り
、
私
個
人
も
歩
く
の
は
ヤ
バ
イ
と
、

家
で
冷
房
の
お
世
話
に
。
そ
こ
で
今
回
は

趣
を
変
え
、
以
前
に
行
っ
た
の
を
紹
介
。

南
区
久
世
地
域
の
人
た
ち
14
人
が
、
車

２
台
に
分
乗
し
て
「
出
石
か
ら
久
美
浜
・

無
人
島
、
舞
鶴
引
揚
記
念
館
」
へ
出
か
け

ま
し
た
。
車
は
混
む
こ
と
な
く
、
昼
前
に
豊
岡
市
出
石
町
に
到
着
。

予
約
し
た
蕎
麦
屋
「
本
陣
」
で
、
皿
蕎
麦
を
そ
れ
ぞ
れ
10
皿
前
後
、

中
に
は
20
皿
を
食
べ
た
人
も
お
り
、
満
腹
。

そ
の
後
、
出
石
の
城
下
町
を
散
策
。
シ
ン
ボ
ル
の
「
辰
鼓
楼
」

し
ん
こ
ろ
う

へ
。
こ
れ
は
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
出
石
城
三
の
丸
大
手
門
脇

の
櫓
台
に
建
設
さ
れ
、
明
治
14
年
に
医
師
・
池
口
忠
恕
が
大
時
計

を
寄
贈
。
今
で
は
３
代
目
が
時
を
刻
み
続

け
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
赤
い
土
壁
が
め

だ
つ
酒
蔵
に
寄
り
、
地
酒
「
楽
々
鶴
」
を

さ

さ

づ

る

購
入
し
、
再
び
車
で
久
美
浜
の
港
へ
。

３
時
過
ぎ
に
到
着
。
車
は
駐
車
場
に
置

い
て
、
迎
え
の
船
で
民
宿
「
無
人
島
」
へ
。

場
所
は
島
で
は
な
く
、
周
り
を
雑
木
林

が
囲
み
、
船
で
し
か
行
け
な
い
場
所
。

バ
ン
ガ
ロ
ー
が
５
棟
、
温
泉
・
サ
ウ
ナ

小
屋
も
あ
り
ま
し
た
。
早
速
、
温
泉
に

入
り
、
ビ
ー
ル
を
傾
け
な
が
ら
休
憩
。

談
笑
し
て
ゆ
っ
く
り
時
間
を
過
ご
し
、

６
時
か
ら
の
夕
食
交
流
会
は
、
刺
身
の
舟
盛
り
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。

「
楽
々
鶴
」
も
あ
け
て
、
賑
や
か
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

翌
日
も
快
晴
。
ゆ
っ
く
り
朝
食
を
済
ま
せ
、
９
時
過
ぎ
に
出
発
。

途
中
「
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
み
た
い
」
と
の
要
求
が
強
く
、
休
憩
。

宮
津
で
は
成
相
寺
の
展
望
台
へ
。
急
坂
を
車
の
エ
ン
ジ
ン
が
焼

な
り
あ
い
じ

け
な
い
か
と
心
配
し
な
が
ら
登
り
き
り
、
天
橋
立
を
中
心
に
宮
津

湾
を
見
下
ろ
し
、
絶
景
に
満
足
。
こ
の
後
、
運
転
手
に
気
遣
っ
て
、

ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
の
ラ
ン
チ
と
な
り
ま
し
た
。

一
行
は
舞
鶴
に
入
り
「
引
揚
記
念
館
」
へ
。
幾
度
か
来
て
い
る

が
、
き
な
臭
い
今
日
、
改
め
て
平
和
の
尊
さ
を
強
く
持
つ
と
こ
ろ

で
す
。
記
念
館
の
紹
介
は
以
前
に
行
っ
て
い
る
の
で
省
略
し
ま
す

が
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
多
く
な
り
、
引
揚
の
歴
史
も
徐
々

に
風
化
し
つ
つ
あ
る
今
、
若
い
世
代
に
も
分
か
り
や
す
く
共
感
で

き
る
展
示
へ
の
改
修
や
環
境
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
ユ
ネ
ス
コ

世
界
記
憶
遺
産
と
し
て
も
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
「
平
和
の

尊
さ
・
平
和
へ
の
祈
り
」
を
世
界
へ
、
そ
し
て
未
来
へ
と
発
信
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
後
に
し
ま
し
た
。
車
の
中
で
は
戦
争
体
験

者
も
お
ら
れ
、
感
想
を
聞
き
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ９ )

出
石
か
ら
久
美
浜
、舞
鶴
引
揚
記
念
館
へ

い

ず
し

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

バンガロー

出石・辰鼓楼

久世地域の仲間たち



猛
暑
に
参
っ
て
夏
バ
テ
気
味
。
食
欲
が
な

い
時
に
、
高
齢
者
会
館
で
組
合
員
さ
ん
か

ら
「
バ
ナ
ナ
に
塩
ふ
っ
て
食
べ
て
み
は
っ

た
ら
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

▼
早
速
買
っ
て
食
卓
塩
を
付
け
て
食
べ
た

が
、
う
ー
ん
、
果
物
っ
ぽ
く
な
い
微
妙
な

味
。
ス
イ
カ
に
塩
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
。

▼
バ
ナ
ナ
は
滋
養
豊
富
で
ナ
ト
リ
ウ
ム
を

追
加
し
た
ら
熱
中
症
に
効
き
そ
う
。
バ
ナ

ナ
は
冷
や
し
て
塩
し
た
方
が
え
え
か
な
？

石
破
首
相
の
退
陣
表
明
に
思
う

阪
神
の
リ
ー
グ
優
勝
が
か
か
る
大
一
番
の

日
、
夕
方
に
石
破
首
相
の
自
民
党
総
裁
辞

任
の
記
者
会
見
テ
レ
ビ
中
継
が
あ
っ
て
驚

い
た
。
▼
内
閣
支
持
率
も
そ
こ
そ
こ
あ
る

し
、
参
院
選
の
あ
と
「
石
破
辞
め
る
な
デ

モ
」
が
自
民
党
本
部
前
で
あ
っ
た
と
い
う

奇
妙
な
報
道
も
あ
っ
た
。
▼
ま
ぁ
総
選
挙

も
参
院
選
も
与
党
が
敗
北
、
国
民
は
期
待

し
て
い
な
い
の
は
明
か
で
、
退
陣
は
当
然

か
も
し
れ
な
い
が
、
自
民
党
内
の
内
紛
は

凄
い
と
い
う
か
、
責
任
転
嫁
に
余
念
が
な

い
。
▼
そ
し
て
自
民
党
総
裁
選
挙
を
１
ヵ

月
間
も
や
る
ら
し
い
。
顔
ぶ
れ
も
去
年
と

一
緒
。
国
会
で
「
信
用
で
き
な
い
な
ら
質

問
し
な
い
で
」
と
答
弁
す
る
高
市
氏
、
金

正
恩
と
「
同
世
代
同
士
だ
か
ら
分
か
り
合

え
る
」
と
演
説
し
た
小
泉
氏
。
新
聞
や
テ

レ
ビ
は
こ
れ
か
ら
延
々
と
動
向
を
報
道
し

続
け
、
自
民
党
広
報
部
に
な
る
の
や
ろ
う
。

▼
国
会
は
開
か
れ
ず
、
物
価
対
策
、
ガ
ソ

リ
ン
減
税
、
政
治
改
革
、
夫
婦
別
姓
問
題

は
ほ
っ
た
ら
か
し
。
ト
ラ
ン
プ
と
の
貿
易

協
定
の
中
身
は
検
証
し
な
い
の
？
（
や
）

( １０ )

まちがいさがしのこたえ


